
テーマ 

「服のサーキュラーエコノミーに向けて： 

㈱JEPLAN の取り組み」 
講演者： 株式会社 JEPLAN 

代表取締役 執行役員社長 髙尾 正樹 氏 

日  時： 令和 4 年 7 月 29 日(金) 18:00～19:30 

実施方法： 
オンライン 

参加希望者は下記 URL または QRコード 

のフォームからお申込みください。 

申し込まれた方には事前に Zoom の URL を 

お知らせします。（申込締切：7月 22日（金）17 時） 

登録 URL: https://forms.gle/bkw75TdLKgBkUsWV6 

 

 

 

講演者略歴： 
2004年東京工業大学工学部（化学工学）卒業後、2004年 4月東京大学大学院にて技術経営を専
攻。同大学院中途退学後、2007年 1月に JEPLAN社を設立、専務取締役に就任。綿を糖化してバ
イオエタノールにリサイクルする技術開発をはじめ、当社繊維リサイクル事業の技術開発を担う。
2014年にポリエステルリサイクルの技術開発に着手して以降、翌年 2015年にはポリエステル技
術を導入した北九州響灘工場の建設にも従事。2016年に現職に就任以降はパートナーとの資本提
携のほかペットリファインテクノロジーの企業買収を主導する。2013年より早稲田大学非常勤講
師を兼務。 

講演要旨： 

 環境持続可能性に関する社会の関心が高まっています。従来支配的であった生産・消費・廃棄

という線形の経済活動を見直し、地球環境に改善する形で、使用済み製品を再び生産資源として

活用していく循環型の経済システムを構築していくことが課題です。本講演では、服という生活

必需品かつ個人のライフスタイルを象徴する財について、ケミカルリサイクリング技術と服の回

収エコシステム、様々な関連サービスを効果的に組み合わせることで、服のサーキュラーエコノ

ミーに貢献している㈱JEPLANの髙尾正樹代表から、同社の取り組みについてお話しいただきま

す。ご参加の皆様との議論を通じて、サーキュラーエコノミーのマテリアル側面だけでなく、特

にサービスがどのような役割を期待されているのか、課題はどういうものか、を見出していくこ

とができればと考えています。 

知識科学に基づくイノベーションデザインセミナー

        

お問合せ先：知識科学系 准教授 白肌 邦生（Email: kunios@jaist.ac.jp） 

 


